















論  文  題  目  
誘電性酸化物Pb(Ti1-xZrx)O3
における相変化の結晶学的研究 
Crystallographic studies of the 
phase changes in the dielectric 









申  請  者 
浅田 敏広 



























究で取り上げた混晶系は、誘電性酸化物Pb(Ti 1 - x Zr x )O 3 (PTZ)である。従来の研究
から、PbTiO 3 の Bサイトを占めるTiを Zrに置換することにより、相転移温度 (Tc)
以下の温度域において、強誘電正方晶 (F T )相、強誘電菱面体晶 (F R H )相、フェリ強









第 2 章「実験方法」では、本研究で実験に供した PTZ、および PTZ の Pb








本研究では、F T相とF R H相の中間相として存在する単斜晶 (F M A )相中に、3 種類の























八面体の回転変位の導入に関係した、F R H 相からF I 相への相変化について、その
得られた結果を述べている。従来の研究から、F I 相は、 [001]強誘電変位と [110]
反強誘電変位を含む基本構造相に、酸素八面体のM 3回転変位を導入することによ
って生じる。観察の結果、F R H 相からの相変化は、反強誘電変位の導入に関係し
て、強誘電単斜晶 (F M C )相、 (F T  +フェリ強誘電 (Fr)相 )の共存状態、Fr相、さらに
M 3回転変位の導入によりF I相へと、4 段階の過程を経て進行することが明らかに
されている。ここで、これら相の中でF R H相に隣接して現われるF M C 相は、x=0.50
付近のF M A相とは異なり、[102]方向に分極ベクトルを有し、その分域構造も丸み
を帯びたものである。一方、F I 相に隣接するFr相については、その構造中に [001]
強誘電変位成分と [110]反強誘電変位を含む、不整合相の基本構造相である。さら





性の導入は、強誘電相をF R H 相→F M C 相→F T相と変化させると伴に、ナノスケー
ルの共存状態を経由して、強誘電性と反強誘電性の共存したFr相を生じさせるこ
とになる。この成果は、強誘電状態への反強誘電性の導入および異なる物性を有







結晶構造は、Σ 3反強誘電変位と隣り合う酸素八面体が逆位相で回転するR 25 回転
変位を含んでいる。実験結果から、Laを 0.01%置換した試料でのAF相は、Σ 3反
強誘電変位とR 25 回転変位を含む反強誘電不整合 (AF I )相を経由して、F I 相から生
じる。そこで本論文では、さらに 0.03%La置換した試料を用いて、AF I 相の詳細
を検討している。その結果、常誘電 (P C )相からの温度低下により、まずP C相の低












以上、要するに本論文では、誘電性固体Pb(Ti 1 - x Zr x )O 3 (PTZ)における (1)F T
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